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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期 5,023 30.2 255 115.4 251 109.2 153 258.6

2023年12月期 3,857 2.3 118 36.3 120 190.3 42 -

（注）包括利益 2024年12月期 161百万円 （245.0％） 2023年12月期 46百万円（-％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年12月期 134.71 - 26.9 5.8 5.1

2023年12月期 37.56 - 9.2 3.5 3.1

（参考）持分法投資損益 2024年12月期 -百万円 2023年12月期 -百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期 4,467 652 14.6 572.27

2023年12月期 4,195 491 11.7 430.88

（参考）自己資本 2024年12月期 652百万円 2023年12月期 491百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年12月期 376 △127 △151 778

2023年12月期 74 △1,110 852 679

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2024年12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2025年12月期（予想） - 0.00 - 0.00 0.00 -

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,525 10.0 281 10.2 277 10.2 169 10.1 143.87

１．2024年12月期の連結業績（2024年１月１日～2024年12月31日）

(注)潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期 1,140,000株 2023年12月期 1,140,000株
②  期末自己株式数 2024年12月期 -株 2023年12月期 -株
③  期中平均株式数 2024年12月期 1,140,000株 2023年12月期 1,140,000株

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）株式会社ｉｍｍｕｎｉｔｙ、除外  1社  （社名）株式会社バルコス旅館三朝荘

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2024年１月１日から2024年12月31日）におけるわが国の経済は、雇用環境の改善やインバウン

ド需要の増加などを背景に経済活動の正常化が進み、緩やかな回復が続きました。一方で、米国の政権交代による

経済政策の変化や国際関係の影響により、景気や金利、為替相場は不安定な動きを見せました。また、エネルギー

価格の高騰や賃金上昇に伴う物価上昇に加え、中国経済の減速、韓国の政治的不安、中東やウクライナ情勢の混

迷、欧州各国の経済課題など、世界経済の不確実性が増し、依然として先行き不透明な状況が続いています。

このような状況下において、当社グループでは、2024年度のグッドラックウォレット新作「ポンテピッコラ」が

年間販売個数19万個に達し、インフォマーシャルの売上を大きく牽引しました。さらに顧客戦略においては、新規

顧客を18万人獲得し、累計顧客数は128万人から146万人に増加した結果、DMカタログやメルマガ、LINE配信の効果

がより表れるようになり売上を押し上げました。収益性については円安の影響により売上総利益率は69.5％と前年

より低下しましたが、グループ企業との協業を強化し顧客属性に合わせたマーケティング活動や、より効率的なシ

ステム構築が進んだ結果、MR（売上高広告宣伝費比率）は1.99から2.02と増加し、前連結会計年度比で増収増益を

達成しました。

将来に向けた取り組みとしては、2023年および2024年に子会社化したグループ企業によるECやインフルエンサー

マーケティングなどの新たな販売手法を導入し、ECモールでの販売実績が23％増加する等、シニア層にはテレビや

新聞、ヤング層にはSNSやWEB広告といったように、幅広い顧客層へ多様な手段でアプローチすることが可能とな

り、今後の更なる事業成長に向けた重要な基盤を築くことができました。

その結果、当連結会計年度の売上高は5,023,589千円（前年同期比30.2％増加）、営業利益は255,440千円（前年

同期比115.4％増加）、経常利益は251,644千円（前年同期比109.2％増加）、親会社株主に帰属する当期純利益は

153,564千円（前年同期比258.6％増加）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、事業内容をより適切に表示するため、従来「不動産事業」としていた報告セグメン

トの名称を「ディベロップメント事業」に変更しております。この変更はセグメント名称の変更であり、セグメン

ト情報に与える影響はありません。

（ライフスタイル提案事業）

ライフスタイル提案事業の当連結会計年度の業績は、売上高4,738,483千円（前年同期比33.1％増加）、セグメ

ント利益573,441千円（前年同期比61.0％増加）となりました。

（メディアクリエイティブ事業）

メディアクリエイティブ事業の当連結会計年度の業績は、売上高294,417千円（前年同期比8.2％増加）、セグメ

ント損失は24,196千円（前年同期はセグメント損失31,622千円）となりました。

（ディベロップメント事業）

ディベロップメント事業の当連結会計年度の業績は、売上高23,004千円（前年同期比11.7％減少）、セグメント

利益1,997千円（前年同期比32.4％減少）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は、2,241,088千円（前連結会計年度末は、1,994,716千円）となり

246,371千円増加しました。前渡金が16,569千円、その他流動資産が28,126千円減少したものの、現金及び預金が

98,776千円、商品が204,493千円増加したことが主な要因であります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は、2,226,836千円（前連結会計年度末は、2,200,455千円）となり

26,380千円増加しました。のれんが81,546千円減少したものの、商標権が34,919千円、繰延税金資産が30,655千

円、投資その他の資産におけるその他が23,760千円増加したことが主な要因であります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は、1,855,346千円（前連結会計年度末は、1,644,478千円）となり

210,868千円増加しました。短期借入金が50,000千円減少したものの、未払金が84,050千円、未払法人税等が

138,134千円増加したことが主な要因であります。
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（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は、1,960,193千円（前連結会計年度末は、2,059,486千円）となり

99,292千円減少しました。その他が10,391千円増加したものの、長期借入金が104,316千円減少したことが主な要

因であります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は、652,383千円（前連結会計年度末は、491,207千円）となり161,176

千円増加しました。親会社株主に帰属する当期純利益が153,564千円となったことにより利益剰余金が増加したこ

とが主な要因であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較して

98,775千円増加し、778,766千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は376,047千円（前年同期は74,494千円の増加）となりました。これは主に税金等

調整前当期純利益296,108千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は127,767千円（前年同期は1,110,774千円の減少）となりました。これは主に連結

の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出47,896千円、長期前払費用の取得による支出49,454千円によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は151,299千円（前年同期は852,494千円の増加）となりました。これは主に長期借

入れによる収入300,000千円、短期借入金の純増減額の減少による支出51,015千円、長期借入金の返済による支出

394,469千円によるものであります。

（４）今後の見通し

翌連結会計年度（2025年12月期）の連結業績予想につきましては、売上高5,525百万円（前期比10.0％増）、営

業利益281百万円（前期比10.2％増）、経常利益277百万円（前期比10.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

169百万円（前期比10.1％増）を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準に基づいて連結

財務諸表を作成する方針であります。

なお、国際財務報告基準（IFRS）の運用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向などを踏まえた上で検討を

進めていく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当連結会計年度
（2024年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 740,175 838,952

受取手形及び売掛金 558,922 553,181

商品 482,972 687,466

原材料及び貯蔵品 3,753 6,220

返品資産 9,914 5,043

前渡金 111,130 94,560

その他 87,924 59,797

貸倒引当金 △76 △4,134

流動資産合計 1,994,716 2,241,088

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 299,312 298,331

機械装置及び運搬具（純額） 9,083 5,489

工具、器具及び備品（純額） 6,498 6,470

土地 363,972 363,972

建設仮勘定 660 880

その他（純額） 249 1,494

有形固定資産合計 679,776 676,638

無形固定資産

商標権 507,243 542,163

のれん 790,953 709,407

その他 7,387 7,617

無形固定資産合計 1,305,584 1,259,187

投資その他の資産

投資有価証券 36,950 50,395

長期前払費用 14,166 22,221

繰延税金資産 69,097 99,753

その他 94,879 118,639

投資その他の資産合計 215,094 291,010

固定資産合計 2,200,455 2,226,836

資産合計 4,195,172 4,467,924

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当連結会計年度
（2024年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 63,027 123,143

短期借入金 850,000 800,000

１年内返済予定の長期借入金 353,920 363,767

未払金 240,019 324,070

未払法人税等 26,302 164,436

リース債務 2,624 1,233

賞与引当金 11,654 12,023

返金負債 13,161 9,626

その他 83,768 57,046

流動負債合計 1,644,478 1,855,346

固定負債

長期借入金 1,841,263 1,736,947

リース債務 1,233 -

繰延税金負債 168,763 165,416

退職給付に係る負債 32,971 29,395

資産除去債務 8,213 11,001

その他 7,042 17,434

固定負債合計 2,059,486 1,960,193

負債合計 3,703,965 3,815,540

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 22,000 22,000

利益剰余金 432,946 586,510

株主資本合計 484,946 638,510

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,268 14,320

為替換算調整勘定 △7 △447

その他の包括利益累計額合計 6,261 13,873

純資産合計 491,207 652,383

負債純資産合計 4,195,172 4,467,924
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年１月１日

至　2023年12月31日）

当連結会計年度
（自　2024年１月１日

至　2024年12月31日）

売上高 3,857,816 5,023,589

売上原価 1,102,012 1,532,197

売上総利益 2,755,804 3,491,392

販売費及び一般管理費 2,637,241 3,235,951

営業利益 118,562 255,440

営業外収益

受取利息 8,186 1,789

受取配当金 1,287 2,907

為替差益 25,410 1,410

補助金収入 3,922 5,930

保険解約返戻金 - 12,323

その他 6,209 5,383

営業外収益合計 45,016 29,745

営業外費用

支払利息 20,827 27,108

シンジケートローン手数料 13,000 -

和解金 5,000 -

上場関連費用 - 1,832

貸倒引当金繰入額 - 4,061

その他 4,441 539

営業外費用合計 43,269 33,541

経常利益 120,310 251,644

特別利益

受取和解金 - 28,809

固定資産受贈益 - 20,800

特別利益合計 - 49,609

特別損失

減損損失 4,093 1,647

訴訟関連費用 - 3,498

特別損失合計 4,093 5,145

税金等調整前当期純利益 116,216 296,108

法人税、住民税及び事業税 33,037 193,667

法人税等調整額 40,358 △51,123

法人税等合計 73,395 142,543

当期純利益 42,821 153,564

親会社株主に帰属する当期純利益 42,821 153,564

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年１月１日

至　2023年12月31日）

当連結会計年度
（自　2024年１月１日

至　2024年12月31日）

当期純利益 42,821 153,564

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,125 8,051

為替換算調整勘定 △225 △439

その他の包括利益合計 3,899 7,611

包括利益 46,720 161,176

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 46,720 161,176

非支配株主に係る包括利益 - -

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 30,000 22,000 390,124 442,124

当期変動額

親会社株主に帰属

する当期純利益
42,821 42,821

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - - 42,821 42,821

当期末残高 30,000 22,000 432,946 484,946

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価

差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 2,143 218 2,361 444,486

当期変動額

親会社株主に帰属

する当期純利益
42,821

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額）

4,125 △225 3,899 3,899

当期変動額合計 4,125 △225 3,899 46,720

当期末残高 6,268 △7 6,261 491,207

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年１月１日　至　2023年12月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 30,000 22,000 432,946 484,946

当期変動額

親会社株主に帰属

する当期純利益
153,564 153,564

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 - - 153,564 153,564

当期末残高 30,000 22,000 586,510 638,510

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価

差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 6,268 △7 6,261 491,207

当期変動額

親会社株主に帰属

する当期純利益
153,564

株主資本以外の項

目の当期変動額

（純額）

8,051 △439 7,611 7,611

当期変動額合計 8,051 △439 7,611 161,176

当期末残高 14,320 △447 13,873 652,383

当連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
（自　2023年１月１日

至　2023年12月31日）

当連結会計年度
（自　2024年１月１日

至　2024年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 116,216 296,108

減価償却費 49,495 65,969

長期前払費用償却額 12,217 24,407

のれん償却額 43,298 86,551

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36 4,057

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,704 368

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,396 △3,575

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △3,384 -

受取利息及び受取配当金 △9,474 △4,697

支払利息 20,827 27,108

為替差損益（△は益） △23,579 △661

減損損失 4,093 1,647

補助金収入 △3,922 △5,930

保険解約返戻金 - △12,323

固定資産受贈益 - △20,800

和解金 5,000 -

受取和解金 - △28,809

売上債権の増減額（△は増加） △215,934 68,675

棚卸資産の増減額（△は増加） 117,955 △199,951

前渡金の増減額（△は増加） △61,546 19,560

仕入債務の増減額（△は減少） 28,076 14,675

預り金の増減額（△は減少） △1,129 7,224

未払金の増減額（△は減少） 17,310 80,949

その他 27,642 △25,812

小計 139,300 394,742

利息及び配当金の受取額 9,474 4,697

利息の支払額 △20,746 △27,563

和解金の支払額 △5,000 -

法人税等の支払額 △52,456 △30,569

補助金の受取額 3,922 5,930

和解金の受取額 - 28,809

営業活動によるキャッシュ・フロー 74,494 376,047

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △47,899 △12,884

無形固定資産の取得による支出 △10,000 △3,750

敷金及び保証金の差入による支出 △585 △31,589

敷金及び保証金の回収による収入 7,050 922

保険積立金の積立による支出 △7,949 △10,274

保険積立金の解約による収入 8,119 27,698

長期前払費用の取得による支出 △30,988 △49,454

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△1,024,201 △47,896

その他 △4,318 △539

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,110,774 △127,767

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 △51,015

長期借入れによる収入 1,330,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △420,533 △394,469

長期未払金の返済による支出 △3,454 △3,190

リース債務の返済による支出 △3,517 △2,624

財務活動によるキャッシュ・フロー 852,494 △151,299

現金及び現金同等物に係る換算差額 24,560 1,795

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △159,224 98,775

現金及び現金同等物の期首残高 839,214 679,990

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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現金及び現金同等物の期末残高 679,990 778,766
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。

当社グループは「ライフスタイル提案事業」「メディアクリエイティブ事業」及び「ディベロッ

プメント事業」の３つを報告セグメントとしております。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

ライフスタイル提案事業　　：バッグ、財布、服飾雑貨などライフスタイルを彩るアイテムの販売

メディアクリエイティブ事業：情報を発信するメディアの運営、メディアを制作するクリエイティ

ブ事業

ディベロップメント事業　　：当社グループが所有している物件の賃貸・管理

（３）報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度において、事業内容をより適切に表示するため、従来「不動産事業」としていた

報告セグメントの名称を「ディベロップメント事業」に変更しております。この変更はセグメント

名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。

なお、前連結会計年度のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計

方針に準拠した方法であります。また、報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であり、セグ

メント間の内部売上高及び内部振替高等は市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しておりま

す。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１,２

連結財務諸表
計上額（注）

３
ライフスタ
イル提案事

業

メディア
クリエイ
ティブ事

業

ディベロ
ップメン
ト事業

計

売上高

バッグ 1,052,484 - - 1,052,484 - 1,052,484

財布 1,252,058 - - 1,252,058 - 1,252,058

服飾雑貨 650,356 - - 650,356 - 650,356

その他 604,781 272,083 - 876,864 - 876,864

顧客との契約から生じる収益 3,559,679 272,083 - 3,831,763 - 3,831,763

その他の収益（注）４ - - 26,053 26,053 - 26,053

外部顧客への売上高 3,559,679 272,083 26,053 3,857,816 - 3,857,816

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - - -

計 3,559,679 272,083 26,053 3,857,816 - 3,857,816

セグメント利益又は損失（△） 356,235 △31,622 2,953 327,566 △209,003 118,562

セグメント資産 3,120,507 155,786 423,650 3,699,944 495,227 4,195,172

その他の項目

減価償却費 30,563 4,791 14,141 49,495 - 49,495

減損損失 4,093 - - 4,093 - 4,093

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
1,335,408 63,564 2,740 1,401,712 - 1,401,712

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報並びに収益

の分解情報

前連結会計年度（自　2023年１月１日　至　2023年12月31日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△209,003千円は、報告セグメントに配分していない全社収益72,000

千円および全社費用△281,003千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント資産の調整額495,227千円は、報告セグメントに配分していない全社資産等であります。全社資産

は、主に親会社の余剰資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１,２

連結財務諸表
計上額（注）

３
ライフスタ
イル提案事

業

メディア
クリエイ
ティブ事

業

ディベロ
ップメン
ト事業

計

売上高

バッグ 541,453 - - 541,453 - 541,453

財布 1,744,595 - - 1,744,595 - 1,744,595

服飾雑貨 1,806,236 - - 1,806,236 - 1,806,236

その他 646,197 262,102 - 908,300 - 908,300

顧客との契約から生じる収益 4,738,483 262,102 - 5,000,585 - 5,000,585

その他の収益（注）４ - - 23,004 23,004 - 23,004

外部顧客への売上高 4,738,483 262,102 23,004 5,023,589 - 5,023,589

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- 32,314 - 32,314 △32,314 -

計 4,738,483 294,417 23,004 5,055,904 △32,314 5,023,589

セグメント利益又は損失（△） 573,441 △24,196 1,997 551,243 △295,802 255,440

セグメント資産 3,567,390 156,156 410,393 4,133,939 333,984 4,467,924

その他の項目

減価償却費 46,245 6,830 12,893 65,969 - 65,969

減損損失 1,647 - - 1,647 - 1,647

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
80,954 22,631 2,403 105,989 - 105,989

当連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

（注）１．売上高の調整額はセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△295,802千円は、報告セグメントに配分していない全社収益36,000

千円および全社費用△309,169千円並びにセグメント間取引消去△22,632千円であります。全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント資産の調整額333,984千円は、報告セグメントに配分していない全社資産等であります。全社資産

は、主に親会社の余剰資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）であります。

４．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

５．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入であります。
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前連結会計年度

(自  2023年１月１日

至  2023年12月31日)

当連結会計年度

(自  2024年１月１日

至  2024年12月31日)

１株当たり純資産額(円) 430.88 572.27

１株当たり当期純利益(円) 37.56 134.71

前連結会計年度

(自  2023年１月１日

至  2023年12月31日)

当連結会計年度

(自  2024年１月１日

至  2024年12月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益

(千円)
42,821 153,564

普通株主に帰属しない金額

(千円)
- -

普通株式に係る親会社株主に帰属

する当期純利益(千円)
42,821 153,564

普通株式の期中平均株式数(株) 1,140,000 1,140,000

（１株当たり情報）

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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①　募集方法 ：一般募集（ブックビルディング方式による募集）

②　発行する株式の種類及び数 ：普通株式　　　　55,000株

③　発行価格 ：１株につき　　　 1,400円

一般募集はこの価格にて行いました。

④　引受価額 ：１株につき　　　 1,288円

この価額は当社が引受人より１株当たりの新株式払込金として受け取った金額であります。

なお、発行価格と引受価額との差額の総額は、引受人の手取金となります。

⑤　払込金額 ：１株につき　　　 1,105円

この金額は会社法上の払込金額であり、2025年1月16日開催の取締役会において決定された金額であり

ます。

⑥　資本組入額 ：１株につき　　　　 644円

⑦　発行価格の総額 ：　　　　　　　77,000千円

⑧　払込金額の総額 ：　　　　　　　70,840千円

⑨　資本組入額の総額 ：　　　　　　　35,420千円

⑩　払込期日 ：2025年１月31日

⑪　資金の使途 ：広告宣伝に必要な通販番組のＶＴＲ製作に充当する予定であります。

①　募集方法 ：第三者割当（オーバーアロットメントによる売出し）

②　発行する株式の種類及び数 ：普通株式　　　　16,000株

③　割当価格 ：１株につき　　　 1,288円

④　払込金額 ：１株につき　　　 1,105円

この金額は会社法上の払込金額であり、2025年１月16日開催の取締役会において決定された金額であり

ます。

⑤　資本組入額 ：１株につき　　　　 644円

⑥　割当価格の総額 ：　　　　　　　20,608千円

⑦　資本組入額の総額 ：　　　　　　　10,304千円

⑧　払込期日 ：2025年３月５日

⑨　割当先 ：フィリップ証券株式会社

⑩　資金の使途 ：「一般募集による新株式の発行　⑪　資金の使途」と同一であります。

（重要な後発事象）

（一般募集による新株式の発行）

　当社は、2025年２月３日付で名古屋証券取引所ネクスト市場に株式を上場いたしました。この上場にあた

り、2024年12月27日及び2025年１月16日開催の取締役会において、次のとおり新株式の発行を決議し、2025年

１月31日に払込が完了いたしました。

（第三者割当による新株式の発行）

　当社は、2025年２月３日付で名古屋証券取引所ネクスト市場に株式を上場いたしました。この上場にあた

り、2024年12月27日及び2025年１月16日開催の取締役会において、フィリップ証券株式会社が行うオーバーア

ロットメントによる売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による新株式の発行を次のとおり

決議いたしました。
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